
リンゴは、明治時代に導入されて以来、高級品を要求する

市場にあわせて、樹上の果実を１個１個丁寧に管理するとい

う栽培方法がとられてきました。一方、この方法では、極め

て多くの労働力が必要となり、10haを超えるような大規模

経営が成立するのは困難でした。成立のためには、省力化と

販売方法を一体的に変革するビジネスモデルが必要です。そ

の具体的な考え方を導入して成功している大規模経営の成果

を紹介します。

《ビジネスモデルのポイント》

リンゴ作りには、剪定作業などで熟練した労働者が必要で
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生産と販売の一体的な変革で
大規模リンゴ作経営は成立する

す。また、多くの病虫および獣害からリンゴ樹を守り、単収

の低下を防がなくてはなりません。そのための人材として大

規模経営では常時雇用が不可欠となります。しかし労働力を

増やすだけではコストが増えるので、省力化を図り、コスト

を削減する必要があります。現状の技術水準で体系的に省力

化を図るには、摘花剤の利用と葉とらず栽培が重要です。こ

のうち、葉とらず栽培は、内部品質は向上しますが、外観品

質が低下する問題があります。一方、摘花剤利用による早期

摘果は、リンゴの大玉化を促進するので、内部品質や大玉を

求める消費者や流通業者を顧客としていくことが重要です。

以上が、省力化と販売方法を一体的に変革するビジネスモデ

ルの要点です。

〈大規模経営への適用事例〉

実際の10ha以上の大規模経営のデータを、より小規模の経

営と比較することにより、ビジネスモデル構築の成果を表に

示しました。単収を維持したまま、大きく省力化をすること

で高い労働生産性を実現しています。それにより高い家族労

働１時間当たり所得を確保しています。このように、従来は

考えられなかったリンゴ作のスケールメリットが、ビジネス

モデルの構築により実現できるのです。
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